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研究成果の概要（和文）：2020年度新学習指導要領により、小学3年から英語活動が開始されるが、コミュニケ
ーションの基礎を担う発音指導が十分ではない。そこで、2017年から継続的に文部科学省作成の小学3・4年生を
対象とするLet's Try と小学生5・6年生を対象のWe Canの付属音声を聴き、テキスト分析と発音表記を行い、そ
のデータを精査し、出現頻度の高い音素、文章を明らかにした。それをもとに、英語母語話者の発音と発音の仕
方の説明を加えたビデオを作成し、またPC画面上で、自分の発音動画と英語母語話者の発音を同時に見ながら自
己学習できるICTシステムを開発した。その結果、学習前後で、発音の向上が見られた。

研究成果の概要（英文）：The new General Policies Regarding Curriculum Formulation has being 
implemented in 2020. The main purpose of the English courses is to improve the pupils’ 
communication skills, though, a few guidelines on pronunciation are indicated. Therefore, we 
provided elementary school pupils with effective ICT pronunciation training materials. We first 
analyzed the frequency of phonemes and sentences in the textbooks named Let’s Try 1&2, and We Can 1
&2 published by MEXT, listening to the CDs accompanied with the textbooks. We developed the ICT 
self-learning system with the pronunciation of native speaker’s videos and the videos showing the 
learner’s pronunciation. The learners’ pronunciations statistically improved.  

研究分野：外国語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
小・中・高の英語の学習指導要領ではコミュニケーション能力の養成が目標であるが、その基礎となるべき発音
に関する指導内容及び指導方法などが包括的に記述されていない。特に筆者らが行ったアンケート（上斗, 三
宅，西尾（2017））によっても、小学校教員が発音の教授や知識に不安を感じていることが明らかになった。発
音は自主的で継続的なトレーニングが必要で、自分の構音の仕方を理解することが必要である。本研究において
作成したself-learning型でオンラインの発音トレーニングは、自分と英語母語話者の発音を同時に比較でき、
無料で公開されているため、だれでもアクセスし、学習できるため、社会的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

(1) 2011 年より、コミュニケーションの素地を養う目的で小学 5 年生から外国語活動必修（新

学習指導要, 2008)となり、2020 年には、小学３年生から外国語活動でコミュニケーションの素

地を目指し、小学５年生からコミュニケーションの基礎を掲げ、英語が教科化する。 

(2) 小学 5・6 年生への英語指導は基本的には、クラス担任教員が中心となって行うが、小学校

教員は、もともと英語教育の指導訓練を受けているわけではない。ベネッセ 4,700 名を対象に

行った「第 1 回小学校英語に関する基本調査（教員調査）」の結果から、「英語を指導する自信

について」小学校教員の約 80％が「あまりない」「全くない」と答えている。特に「英語発音」

ができないこと挙げている。このように、英語の発音において、教室で指導の負担を軽減する英

語発音教材が緊急に望まれる。現在の英語教材は『Hi Friends』（文科省作成, 2012）のように、

英語単語・文章に対応した声が付帯しており、それを聞きリピートするような教材である。しか

し、そのような教材には、小学生にとって年齢や学習経験に応じ、どのような発音の問題点があ

り、それらが、コミュニケーションにどのように影響を与えるかという観点で開発された教材で

はなく、これらの観点を取り入れた ICT 等の教材が強く望まれる。 

 
２．研究の目的 

(1) 小学校新指導要領全面実施に向けて、2018 年度からの移行期間に使用されている外国語活

動の教材『Let's Try!1』と『Let's Try!2』（中学年用）、及び『We Can!1』と『We Can!2』（高学

年用）の付属 DVD の音声を聞き、出現する語彙と文についての種類と頻度を調べ、発音学習項

目の選定を行う。 

(2) 選定した項目に沿った英語母語話者の発音の動画と、学習者の発音している動画を同時に提

示できる ICT 教材を作成し、その効果を測定する。 

 
３．研究の方法 

(1)『Let's Try!1』と『Let's Try!2』、及び『We Can!1』と『We Can!2』に出現する語彙と文に

ついて、付属の DVD を聞き、分節音と超分節音の分析を行った。全体的なものと、各教材の単

元に出現しているものとに分類した。 

(2) ICT 教材の制作にあたっては、上記の(1)の分析のうち、2020 年度からも使用予定である

『Let’s Try！１＆２』の単語やセンテンスを使用することとした。英語母語話者の口元の映像

（正面，サイド）を収録した。動画には，発音のコツと日本語音声で代用しがちな音について日

本語での音声解説を入れた。動画には、単語また発音記号を提示した。ICT のプラットフォーム

は、PC の画面左側に英語母語話者の動画と発音の仕方の説明が入り、右側に同時に学習者の発

音している映像が映し出され、自分の発音とモデルとを比較でき、また音声も録音し、チェック

できる。オンラインで無料にオープンにされており、自律的に発音トレーニングができる ICT

システムである （図１）。その ICT システムの有効性を、大学生を対象にパイロット実験を行

った。 

「英語発音セルフトレーニングシステム」https://npl-mock.glexa.net/ 



  
（図１）英語母語話者と学習者の映像の ICT 教材 

 
４．研究成果 

(1) テキスト分析 

単語頻度 

『Let’s Try! 1』『Let’s Try 2』のそれぞれの単語と頻度数調べた。『Let’s Try! 1』の単語数は

405 単語で、総頻度数は 4121 語である。頻度では、1 位は、Ｉ（6.9％）、2 位が i (6.9%)、3 位

が like (5.2%) であり、上位 10 位までは、機能語と、アルファベットである。『Let’s Try! 2』で

は、555 単語で、5542 の頻度数である。繰り返し頻度は 1 位の I が 264 回出現しており、全体

では 4.8％の出現率である。上位 20 位までの出現率の高い単語であっても、0.9％であり、この

ことから、様々な単語がでているといえる。 

分節音頻度 

『Let’s Try! 1・2』について、語頭の子音、強音節語の母音、語末の子音の頻度を分析し

た。語頭の子音に関して、『Let’s Try! 1』の順位は以下の通りである。1 位 / l/ (10.9%)、2

位 /j /  (10.3%)、3 位 /d/ (8.3%)。『Let’s Try! 2』については、1 位 / l/ (10.9%)、2 位 /j / 

(10.3%)、3 位 /d/ (8.3%)で同じ結果を示している。語頭の /l/ の音は、/r/ と混同しやす

く、また日本語の /ɾ/ （ら音）のように発音する傾向にある。/j/ は 日本語の /i/ と発音

する傾向にある。また、/d/ は語頭の子音なので、はっきり帯気する必要がある。 

強音節母音については、両方とも 1 位は/aɪ/ で、/a/ を長く強く発音し、/ɪ/ は短く添え

るように発音する。『Let’s Try! 1』では、2 位は /e/ 、3 位は /I/ であり、『Let’s Try! 2』

の 2 位は/u:/と/ɪ/ である。 

語彙の語末子音では、1 位から 4 位まで、/n/ /k/ /s/ /t/ が入っている。/n/は日本語の 

‘ン’ とは発音が異なり、舌が歯茎に一旦くっつき、それから離れる。/k/ /s/ /t/は語末で

は帯気はないが、日本語母語話者の発音が語末が弱すぎるので、必ず、発音する必要があ

る。 

超分節音頻度 

出現単語の音節数とストレスの位置に関しては、1 音節語が多く、4 節語などは、ほと

んどが複合語である。『Let’s Try! 1』、『Let’s Try! 2』ともに、リズムユニット 1～3 まで

の発話文がどの単元も大半を占めている。 

 

(2 ) ICT 教材のパイロットスタディ 

大学生３名を対象に、開発した ICT の効果の検証のため、Let’s Try でも出現頻度の多い

アルファベットの発音を使った。まず、学生は、プレテストとして、A～Z までの英語の

発音を録画し、そののち、ICT 教材でアルファベットの学習を行った（約 20 分）。その



後、プレテストと同じポストテストの動画を撮影した。プレ・ポストの音声を聴き、IPA

で記述したのは表２のとおりである。3 名の学生は、全体の発音が向上（96％⇒100％、

42％⇒92％、35％⇒62%）特に、子音は、J/ʥ/⇒/ʤ/、V/b/⇒/v/、W /dʌbjuː/⇒/dʌbljuː/と向上

した。一方、母音は、I /aɪ/が/ai/ ⇒/ai/、A /eɪ/ は /ei/⇒/ei/、E /ɛm/ は /e/⇒/e/ と日本語

の母音の影響が見られた。  

      
（表１）アルファベットのプレ・ポストテストの結果                    

Alphabet Native Student A Student B Student C 
    Pre Post Pre Post Pre Post 

A eɪ eɪ eɪ ei ei ei ei 
B biː biː biː biː biː biː biː 
C siː siː siː ɕiː siː ɕiː ɕiː 
D diː diː diː diː diː diː diː 
E iː iː iː iː iː iː iː 
F ɛf ɛf ɛf ef ef eɸ ef 
G ʤiː ʤiː ʤiː ʤiː ʤiː ʥiː ʤiː 
H eɪʧ eɪʧ eɪʧ eiÍ eɪʧ eiʨi eɪʧ 
I aɪ aɪ aɪ ai aɪ ai aɪ 
J ʤeɪ ʤeɪ ʤeɪ ʥei ʤeɪ ʥei ʤei 
K keɪ keɪ keɪ kei keɪ kei keɪ 
L ɛl ɛl ɛl ɛl ɛl er el 
M ɛm ɛm ɛm em ɛn em em 
N ɛn ɛn ɛn en ɛn en en 
O oʊ oʊ oʊ oʊ oʊ oː oʊ 
P piː piː piː pii piː piː piː 
Q kjuː kjuː kjuː kjuː kjuː kjuː kjuː 
R ɑɚ ɑɚ ɑɚ ɑɚ ɑɚ ɑɚ ɑɚ 
S ɛs ɛs ɛs eːs ɛs es ɛs 
T tiː tiː tiː tii tiː tiː tiː 
U juː juː juː juː juː juː juː 
V viː viː viː viː viː bui vui 
W dʌbljuː dʌbjuː dʌbljuː zabjuː dʌbl.juː dabjuː dabjuː 
X ɛks ɛks ɛks eːks ɛks eks eks 
Y waɪ waɪ waɪ wai waɪ wai wai 
Z ziː ziː ziː diː ziː zeʔt ziː 
  Total (%) 25 (96%) 26 (100%) 11(42%) 24 (92%) 9 (35%) 16 (62%) 
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